
（別紙３）

～ 2026 年　4 月　30 日

（対象者数） 31 （回答者数） 22

～ 2026 年　5 月　16 日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 共感的支援の実践研修の実施

2 外部研修への参加

3 専門的支援の実施

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 SNSを用いた情報発信

2 他事業所の実例から学ぶ

3 すでにスタートしている見学会の裾野を広げる

利用者と保護者に対する共感的支援 SNSメッセンジャーと電話を用いたこまめな連絡

音楽療育の実践
毎月のプログラム会議で季節に応じた支援の実現に向けて内容

を吟味

児童の特性に応じた支援
子ども一人ひとりの特性について職員が毎日情報共有を行って

いる

地域に開かれた事業所とは言えない 利用者の安全と安心の確保を最優先にしているため

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

災害時の訓練の実施状況が保護者に伝わっていない 通信にはレポートを掲載しているが読まれていない

家族同士の交流会を実施していない 茶話会などのノウハウを有していない

2026 年　5 月　4 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026 年　5 月　18 日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 どれみあーと俱楽部タッチ習志野校

○保護者評価実施期間 2026 年　4 月　1 日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表


